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本論文は、「アンモニウム塩を添加したジメチルスルホン－塩化アルミニウム電解液の

めっき特性と電気化学的特性に関する研究」と題し、5 章より構成されている。  
第 1 章では、アルミニウムの特徴およびアルミニウムめっきに関する概要を述べ、ジ

メチルスルホン－塩化アルミニウム電解液の選定理由と本研究の目的を述べている。  
第 2 章では、高い導電率を示し、高いクーロン効率でめっきが可能な電解液組成の確

立を目的に、ジメチルスルホン－塩化アルミニウム電解液の導電率向上用添加剤が探索さ

れ、その添加剤が電解液特性および電析膜特性に及ぼす影響が評価された。導電率の上昇

には塩化アンモニウムまたは塩化テトラメチルアンモニウムが有効であることがわかっ

た。それらの添加による電解液中のイオン平衡変化を考察し、電解液の導電率向上メカニ

ズムを明らかにした。また、塩化アンモニウムと塩化テトラメチルアンモニウムがクーロ

ン効率や膜物性に及ぼす影響も明らかにした。塩化アンモニウムと塩化テトラメチルアン

モニウムを併用添加することで、クーロン効率の低下を最小限に抑えながら、電解液の導

電率を向上し、膜の外観や純度に対しても良好な結果を得た。  
第 3 章では、各添加剤による膜特性への作用メカニズムを解明するため、異なる添加

剤濃度の電解液についてサイクリックボルタンメトリーを行った。塩化アンモニウムはア

ルミニウム電析反応を促進するが高濃度の添加ではクーロン効率を低下させる。塩化テト

ラメチルアンモニウムは高濃度の添加でアルミニウム電析反応を抑制し、副反応を併発さ

せる。塩化アンモニウムと塩化テトラメチルアンモニウムを併用添加すると、塩化アンモ

ニウムの作用が優先して現れ、副反応が起こらない電位でアルミニウム電析反応が進行す

る。これらの検討で各添加剤およびその濃度が膜物性に及ぼす作用を明らかにした。  
第 4 章では、アノード溶解反応に影響する因子を明らかにするため、クロノポテンシ

ョメトリーによってアノード溶解反応を解析した。アノード近傍へのジメチルスルホンの

拡散供給が不足することにより溶解電位は高電位にシフトする。塩化アンモニウムや塩化

テトラメチルアンモニウムの添加は電解液の粘度低下によってジメチルスルホンの供給を

補助する効果がある。アノード反応の省エネルギー化には、アノード近傍へのジメチルス

ルホンの積極的な拡散供給が必要であることを知見した。  
第 5 章では、本論文の結論と今後の展望を述べた。  
よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文

として十分な価値を有するものと認める。  
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本論文は、「工学表面の三次元トポグラフィ評価」と題し、８章より構成されている。

第１章「緒論」では、工学表面の凹凸形状測定や評価技術に関する従来の研究の概要を示

すとともに、本研究の目的と範囲を述べている。  
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・上部余白：18～24mm 程度  
・左右余白：20～24mm 程度  
・１行の文字数：40 文字  
・１ページの行数：40 行  
・文字サイズ：9～11 ポイント  
・文字種：明朝体  
・文字数：1,000 字程度（A4 一枚に収める程度）  
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